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気
い
っ
ぱ
い
！

　
野
球
教
室 

開
催
!!



第70回 夏季野球大会第70回 夏季野球大会Summer BaseballSummer Baseball

　
第
70
回
夏
季
野
球
大
会
「
盆
野
球
」
は
、
今

年
も
「
野
球
で
見
せ
ま
し
ょ
う
川
内
の
底
力

を
！
」
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
昨
年
よ
り
１
チ
ー
ム
多

い
、
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
七
区
チ
ー
ム
選
手
代
表
の
横
田

善
誉
さ
ん
が「
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
十
二

分
に
発
揮
し
、時
間
の
許
す
限
り
、全
力
で
、最
後

ま
で
諦
め
ず
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
。」と
力
強
く
選
手
宣
誓
が
あ
り
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
、２
度
目
の
対
戦
と
な
る
七
区
チ
ー

ム
と
六
区
チ
ー
ム
の
戦
い
と
な
り
、接
戦
の
末
六

区
チ
ー
ム
が
粘
る
七
区
チ
ー
ム
を
５
対
３
で
下

し
、２
度
目
の
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
第
70
回
目
の
節
目
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
８
月
14
日
に
福
島
県
相
馬
市
出
身
で
元
読

売
巨
人
軍
の
鈴
木
尚
広
さ
ん
が
来
村
し
、
会
場

を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
鈴
木
尚
広
さ
ん
に
よ
る
野
球
教

室
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
達
は
も
ち
ろ
ん
大
人
の

方
も
鈴
木
尚
広
さ
ん
の
走
塁
を
中
心
に
指
導
を

う
け
、
プ
ロ
の
技
術
を
取
り
入
れ
る
よ
う
真
剣

な
表
情
で
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
尚
広
さ
ん
に
感
謝
を
込
め
な
が
ら
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
鈴
木
尚
広
さ
ん
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

試
合
の
結
果
と
個
人
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
六
区
チ
ー
ム

準
優
勝
　
七
区
チ
ー
ム

第
３
位
　
四
区
チ
ー
ム
・
渡
辺
重
建
チ
ー
ム

個
人
賞
・
最
優
秀
選
手
賞

　
　
　
　
鹿
股
　
仁
選
手（
六
区
チ
ー
ム
）

敢
闘
賞
　
小
松
良
平
選
手（
七
区
チ
ー
ム
）

打
撃
賞
　
秋
元
秀
典
選
手（
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｉ・
原
チ
ー
ム
）

特
別
賞
　
渡
邉
　
仁
選
手（
渡
辺
重
建
チ
ー
ム
）

Ｍ
Ｉ
Ｐ
　
猪
狩
直
樹
選
手（
役
場
チ
ー
ム
）

　
　
　
　
秋
元
一
哲
選
手（
西
郷
チ
ー
ム
）

　
　
　
　
木
下
佳
祐
選
手（
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｏ
チ
ー
ム
）　
　

　
　
　
　
高
野
恒
大
選
手（
ア
タ
ゴ
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
）

　
　
　
　
秋
元
秀
典
選
手（
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｉ・
原
チ
ー
ム
）

　
　
　
　
新
田
心
一
郎
選
手（
一
区
チ
ー
ム
）

　
　
　
　
渡
邉
　
仁
選
手（
渡
辺
重
建
チ
ー
ム
）

　
　
　
　
西
山
大
夢
選
手（
四
区
チ
ー
ム
）

　
　
　
　
佐
久
間
誠
選
手（
七
区
チ
ー
ム
）

　
　
　
　
小
川
裕
太
郎
選
手（
六
区
チ
ー
ム
）

ホ
ー
ム
ラ
ン
賞

　
　
　
　
遠
藤
由
樹
選
手（
四
区
チ
ー
ム
）

　
　
　
　
大
和
田
一
樹
選
手（
六
区
チ
ー
ム
）

　
　
　
　
遠
藤
篤
志
選
手（
渡
辺
重
建
チ
ー
ム
）

　
　
　
　
佐
久
間
誠
選
手（
七
区
チ
ー
ム
）

六区チーム　　優勝元読売巨人軍の鈴木尚広さん来村！

走塁練習

投球の指導 教室後のサイン会

鈴木尚広さんと参加者の皆さん

バッティング指導

ウォーミングアップ

優勝　6区チーム

準優勝　7区チーム

優勝おめでとうございます！

開会式の様子

村長による始球式

鈴木尚広さんありがとうございました！

最優秀選手賞
鹿股　仁さん

チアリーディング
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天山文庫ライトアップイベント『光のフォレストナイト』を開催しました。

夏キャンプを開催しました。

かわうち１００％満喫ツアー。

2017
　
平
成
29
年
8
月
12
日
に
毎
年
恒
例
と
な
っ
た

『
B
O
N
・
D
A
N
C
E
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
11
回
目
の
開
催
で
、今
年
も
多
く
の
屋
台
や

出
し
物
が
会
場
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　
B
O
N
・
D
A
N
C
E
最
初
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、只
見

町
出
身
の
女
子
高
生
シ
ン
ガ
ー「
大
竹
涼
華
」さ
ん
が
ギ

タ
ー
の
弾
き
語
り
を
披
露
し
、力
強
い
歌
声
で
会
場
を

沸
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
後
郡
山
市
か
ら
ス
カ
バ

ン
ド
の「
O
N
E
　
S
T
E
P 

B
U
S
」が
登
場
、管
楽

器
と
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
歌
声
で
ダ
ン
サ
ブ
ル
な
ス
テ
ー
ジ

を
演
出
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
登
場
の「
m
i
y
a 

t
a
k
e
h
i
r
o
」さ

ん
は
、優
し
い
ウ
ク
レ
レ
の
弾
き
語
り
と
ト
ー
ク
で
、会

場
に
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。昨
年
に
引
き
続
き
登
場
の

い
わ
き
市
の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル「
ア
イ
く
る
ガ
ー
ル
ズ
」

は
、夏
に
ぴ
っ
た
り
の
曲
で
、客
席
と
ス
テ
ー
ジ
が
一
体
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一
体

　
8
月
10
日
か
ら
21
日
の
期
間
、
か
わ
う
ち
草
野
心

平
記
念
館
『
天
山
文
庫
』
に
て
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ

ベ
ン
ト
『
光
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ナ
イ
ト
』
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
浮
か
び
上
が
る
情
景
を
来
場
者
の
皆
様
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
日
に
行
わ
れ
た
点
灯
式
で
は
、
福
島
放

送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
安
藤
桂
子
さ
ん
に
よ
る
、
草
野

心
平
先
生
の
詩
の
朗
読
や
、
口
笛
奏
者
の
柴
田
晶
子

さ
ん
達
に
よ
る
、
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
場
の
雰
囲
気
に
ピ
ッ
タ

リ
合
っ
た
こ
れ
ら
の
催
し

は
、
会
場
に
い
ら
し
た
方
々

に
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　
秋
の
季
節
に
も
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
今
年
の
１
月
に
実
施
し
た『
冬
キ
ャ
ン
プ
』に
引
き

続
き
、『
夏
キ
ャ
ン
プ
』を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、『
い
わ
な
の
郷
』の
再
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
構
想
し
て
い
る
、ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
や

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
整
備
の
社
会
実
験
と
し
て
実
施

し
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、い
わ
な
の
郷
を
訪
問
型
か
ら
滞
在

型
の
施
設
に
す
る
と
同
時
に
、自
然
を
活
か
し
た
体

験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
す
る
こ
と
で
、川
内
村
の
魅
力
を

よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
い
、川
内
村
フ
ァ
ン
を
増
や
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
７
月
22
日
か
ら
30
日
ま
で
の
週
末
を
中
心
に
開
催

し
た
『
夏
キ
ャ
ン
プ
』
で
は
、
各
回
、10
名
程
度
の

キ
ャ
ン
パ
ー
が
参
加
し
、
川
内
村
な
ら
で
は
の
体
験

メ
ニ
ュ
ー
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
特
に
全
コ
ー
ス
を
通
し
て
行
っ
た『
野
菜
の
収
穫
体

験
』で
は
、『
初
め
て
収
穫
体
験
を
し
ま
し
た
。楽
し
い

で
す
！
』『
野
菜
が
大
き
く
て
美
味
し
い
で
す
！
』と

い
っ
た
感
想
を
頂
き
、大
好
評
で
し
た
。収
穫
し
た
野

菜
は
、夜
の
B
B
Q
や
翌
日
の
朝
食
で
美
味
し
く
頂

き
ま
し
た
。

　
他
に
は
、『
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
』『
千
扇
川
で
の

川
遊
び
』『
流
し
そ
う
め
ん
』な
ど
、沢
山
の
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　
8
月
４
日（
金
）〜
６
日（
日
）に
か
け
て
、交
流
人
口

拡
大
を
目
的
と
し
た
、か
わ
う
ち
１
０
０
％
満
喫
ツ

ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
夏
野
菜
の
収
穫
や
い
わ
な
の
つ
か
み
取
り
、木
工

体
験
や
ソ
バ
打
ち
体

験
な
ど
川
内
村
の
魅

力
を
参
加
者
の
方
々

に
肌
で
感
じ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
笑
顔
や
笑
い
声

に
包
ま
れ
て
、明
る

く
楽
し
い
２
泊
３
日

と
な
り
ま
し
た
。

と
な
る
笑
顔
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
か
わ
う
ち
よ
さ
こ
い
ク
ラ
ブ
」か
ら
は
、元
気
い
っ
ぱ
い

の
子
供
た
ち
が
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
舞
を
披
露
し
、会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。続
い
て
登
場
し
た「
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u
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t
」は
大
阪
府
堺
市
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参
戦
。エ
モ
ー
シ
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と
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で
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を
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ら
に
盛
り
上
げ
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た
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解
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後
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で
活
動
し
て
い
る
会

津
若
松
市
出
身
の「
山
岡
ト
モ
タ
ケ
」さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
で

は
、心
地
よ
い
ギ
タ
ー
の
音
色
が
会
場
を
包
み
ま
し
た
。
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・
D
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C
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プ
ニ
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グ
後
登
場
し
た
の
は
、
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内
が
生
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だ
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ャ
ン「
渡
辺
俊
美
」さ
ん
。ア
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ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
音
色
と
切
な
く
も
力
強
い
歌

声
で
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を
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了
し
ま
し
た
。

　
そ
し
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の
B
O
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・
D
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N
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E
ス
テ
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の
最
後

を
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た
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は
大
阪
府
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光
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リ
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演
出
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ジ
で
は
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も
交
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て
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を
回
す
パ
フ
ォ
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を
披
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の
盛
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上
が
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は
最
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潮
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達
し
、
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が
会
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。
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踊
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踊
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催
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。
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催
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を
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。
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内
が
生
ん
だ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン「
渡
辺
俊
美
」さ
ん
。ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
音
色
と
切
な
く
も
力
強
い
歌

声
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、今
回
の
B
O
N
・
D
A
N
C
E
ス
テ
ー
ジ
の
最
後

を
飾
っ
た
の
は
大
阪
府
か
ら
出
場
の「
E
T
‐
K
I
N
G
」。

　
夕
暮
れ
の
空
か
ら
光
が
差
し
込
む
中
、D
J
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と
メ
ン
バ
ー
の
コ
ー
ラ
ス
が
一
体
と
な
り
、レ
ゲ
エ

ポ
ッ
プ
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
空
間
を
演
出
し
ま
し
た
。後
半
の

ス
テ
ー
ジ
で
は
、観
客
も
交
え
て
タ
オ
ル
を
回
す
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
。会
場
の
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し
、

川
内
の
空
が
暗
く
な
る
ま
で
熱
気
が
会
場
を
包
み
込
ん
で

い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
盆
踊
り
が
始
ま
り
、
赤
提
灯
と
や
ぐ
ら
を
囲

み
大
勢
の
方
が
笛
と
太
鼓
の
音
色
に
合
わ
せ
て
の
盆
踊
り

を
行
い
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
抽
選
会
や
花
火
大
会
も
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
第
11
回
目
の
B
O
N
・
D
A
N
C
E
は
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
ご
来
場
の
皆
さ
ま
、昨
年
に
引
き
続
き
実
行
委
員
を
含
め

た
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、今
年
も
こ
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



北の大地で夏学校北の大地で夏学校

　
７
月
18
日
〜
23
日
の
５
泊
６
日
の
日
程
で
、
川
内
小
学

校
４
年
生
・
５
年
生
14
名
の
参
加
に
よ
る
「
北
の
大
地
で

夏
学
校
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
川
内
村
と
「
絆
協
定
」

を
結
ん
で
い
る
北
海
道
士
別
市
を
訪
れ
、
夏
の
思
い
出
作

り
を
し
て
き
ま
し
た
。
北
海
道
は
ま
だ
１
学
期
中
の
た
め
、

士
別
南
小
学
校
の
授
業
に
２
日
間
参
加
し
ま
し
た
。
は
じ

め
は
、
１
ク
ラ
ス
約
30
人
と
い
う
人
数
の
多
さ
に
驚
き
、

戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通

し
、
ク
ラ
ス
の
お
友
達
と
交
流
を
深
め
仲
良
く
な
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
市
の
関
係
の
方
々
及
び
、
地
元

の
あ
ら
ゆ
る
団
体
の
サ
ポ
ー
ト
を
頂
き
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
み
な
さ
ま
と
は
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
花
火
を
し
た
り

と
世
代
を
超
え
た
交
流
も
あ
り
ま
し
た
。

　
団
体
行
動
や
集
団
で
の
学
習
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
に

は
一
回
り
大
き
な
成
長
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。



平
成
２９
年
度
　
川
内
村
成
人
式

新
成
人
の
皆
様
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

秋
元
ヱ
イ
さ
ん
の
１
０
０
歳
を
祝
福

秋
元
ヱ
イ
さ
ん
の
１
０
０
歳
を
祝
福

　
秋
元
ヱ
イ
さ
ん
（
下
川
内
字
吉
ノ
田
和
）
は
、
８
月
１５
日

に
満
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
日

に
い
わ
き
市
の
自
宅
に
お
い
て
、
百
歳
賀
寿
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
家
族
、
親
戚
の
皆
さ
ん
が
お
集
ま
り
の
中
、
県
知
事
（
代

理
　
飯
沼
相
双
保
健
福
祉
事
務
所
長
）
か
ら
祝
賀
状
と
木

杯
が
贈
呈
さ
れ
、
遠
藤
村
長
及
び
三
瓶
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
祝
賀
状
と
祝
い
金
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ひ
孫
さ
ん
の
奈
緒
ち
ゃ
ん
か
ら
花
束
の
贈
呈

が
あ
り
、
笑
み
を
浮
か
べ
喜
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。
　

　「
大
正
」「
昭
和
」「
平
成
」

の
三
世
代
を
生
き
て
こ
ら

れ
た
歴
史
に
は
、
様
々
な

出
来
事
が
あ
っ
た
こ
と
と

お
察
し
い
た
し
ま
す
。
今

後
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
川
内
村
の
成
人
式
が
、
８
月
15
日
（
火
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、

新
成
人
者
・
御
来
賓
・
保
護
者
・
関
係
者
多
数
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
新
成
人
者
皆
様
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
代
表
し
て
佐
藤
莉

紗
さ
ん
に
成
人
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
成
人
を
代
表
し
町
田
和
輝
さ
ん
が
「
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家

族
や
友
人
な
ど
多
く
の
人
た
ち
に
少
し
ず
つ
恩
返
し
を
す
る
と
同
時
に
、
次

は
、
私
た
ち
が
多
く
の
人
の
支
え
に
な
れ
る
よ
う
な
存
在
に
な
り
た
い
。」
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
交
流
パ
ー
テ
ィ
で
は
新
成
人
者
か
ら
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、

保
護
者
へ
の
感
謝
の
言
葉
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
二
十
歳
に
な
っ
た
思
い
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
新
成
人
の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
今
年
の
新
成
人
対
象
者
は
29
名
で
、
出
席
者
は
18
名
で
し
た
。）

モリタロウモリタロウ
寄 付 金

愛
知
県　判

治

　章
男

　
　様

ご寄付ありがとうございます。

１
０
、
０
０
０
円

神
奈
川
県

　長
井

　
　茂

　
　様

３
０
、
０
０
０
円

　ご
寄
付
は
村
づ
く
り
等
の
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
で
、
公
開
に
つ
い
て

確
認
が
で
き
た
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

1分間スピーチ1分間スピーチ

成人証書 授与

交流パーティ

新成人 あいさつ 恩師 志賀佳小里 先生



8広報かわうち 2017.9

福
島
さ
く
ら
農
業
協
同
組
合
か
ら
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
器
具
寄
贈
に
つ
い
て

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
寄
贈
式
が
、
７
月
25
日
に

役
場
村
長
室
で
行
わ
れ
、
福
島
さ
く
ら
農
業
協

同
組
合
の
赤
塚
誠
代
表
理
事
専
務
か
ら
遠
藤
村

長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
防
犯
灯
は
、
地
域
の
復
興
と
防
犯
、
事

故
防
止
に
つ
な
げ
、
川
内
村
の
明
る
い
街
づ
く

り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
防
犯
灯
２
３
０
基
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
役
立
つ
よ
う
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

　

寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

久
保
田　

稔
さ
ん
（
北
川
原
）
に

日
本
赤
十
字
社
銀
色
有
功
章
伝
達

　

久
保
田
稔
さ
ん
（
北
川
原
）
へ
の
有
功
章
伝

達
式
は
、
８
月
15
日
、
役
場
村
長
室
で
行
わ
れ
、

遠
藤
村
長
か
ら
銀
色
有
功
章
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

銀
色
有
功
章
は
70
回
に
お
よ
ぶ
献
血
を
行
っ

た
た
め
、「
日
本
赤
十
字
社
有
功
章
社
員
章
等

贈
与
規
則
」
に
基
づ
き
、
献
血
功
労
者
に
対
し

て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

受
賞
し
た
久
保
田
さ
ん
は
、
16
歳
の
こ
ろ
か

ら
献
血
を
始
め
、
職
場
や
出
掛
け
た
時
な
ど
、

積
極
的
に
献
血
に
協
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

野
球
用
ベ
ー
ス
の
寄
贈
に
つ
い
て

　

去
る
６
月
23
日
に
、
丸
川
建
設
株
式
会
社
の

西
山
東
二
代
表
取
締
役
よ
り
野
球
用
ベ
ー
ス
一

式
等
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
工
事

を
受
注
さ
れ
、改
修
を
行
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、

ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
及
び
塁
間
ベ
ー
ス
が
長
年
の
利

用
に
よ
り
傷
み
が
激
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、
村
の

球
技
で
あ
る
野
球
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

又
、
今
年
度
は
夏
季
野
球
も
第
70
回
目
の
節

目
の
記
念
大
会
で
、
選

手
の
皆
様
は
元
気
い
っ

ぱ
い
の
プ
レ
ー
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

できごと
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できごと

道路整備や復興支援の継続を国に要望
　村長は、７月 24 日、国土交通省、復興庁、原子力災害現地対策本部を訪問し、要望活動を
行いました。国が直轄事業で整備している、国
道 399 号や、県道吉間田・滝根線は、村民に
とっても重要な生活基盤となる道路であり、安
全・安心して通行できるよう早期に整備される
こと、高速道路の通行料金無料措置の継続、復
興支援の継続などを要望しました。
　吉野復興大臣から、「川内村は全村避難後、
いち早く帰還し、ここまで頑張っていただいた
ことに感謝する。今後も、復興・再生に取り組
んでいきたい。」とコメントをいただきました。

第４回 教育環境整備検討委員会

　７月 27 日、第４回教育環境整備検討委員会を中学校で実施しました。１、２回目の話し合
いと３回目の視察を受けての委員それぞれの思
いを話し合い、今後の村の教育制度や教育施設
について一定の方向性が示されました。
　今回の話し合いで示された内容について、村
に籍がある中学生以下の子どもがいる全世帯に
は文書を送付したり、村のホームページでも内
容をお知らせしたりし、村の皆様方からも意見
をいただいて、村長へ答申いたします。

　道路清掃奉仕作業について

　８月 10 日に福島県建設業協会双葉支部川内方部による道路清掃奉仕作業が行われました。
　この奉仕作業は「道路ふれあい月間」

（８月１日～ 31 日全国一斉）、８月 10
日の「道の日」にあわせて道路を美しく
安全に使用する気運を高めることを目
的に社会貢献の一環として、富岡土木事
務所の協力を頂き毎年実施しているも
のです。
　当日は気温も高く、作業も大変だった
と思います。ご協力ありがとうございま
した。

要望書を受ける吉野復興大臣 ( 右側 ) と遠藤村長
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できごと

第 70 回県民スポーツ相双地域大会
【結果】について

　平成 29 年度福島県総合体育大会県民スポーツ相双地域大
会が、８月６日（日）相双圏内９市町村の参加により新地町
で開催されました。
　本村からは、壮年ソフトボールとソフトテニスの２競技に
出場いたしました。結果は下記のとおりです。
　参加された選手の皆さん、早朝から夕方まで大変お疲れ様
でした。そして、おめでとうございます。

【壮年ソフトボール】　　　第３位
【ソフトテニス】　　　　　準優勝

平成 29 年度東北地区スポーツ推進委員研修

功労者受賞
　平成 29 年７月７日（金）・８
日（土）岩手県北上市文化交流セ
ンターにおいて、東北地区スポー
ツ推進委員研修大会が開催され
ました。
　本大会で表彰される功労者表
彰において、本村スポーツ推進
委員の横田喜美子副委員長が表彰されました。横田副委員長は勤続 24 年間以上にわたり、本
村社会体育振興に功績されたことが認められ、栄えあるこの功労賞を受賞されました。
　横田副委員長、おめでとうございます。更なるご活躍をお願いいたします。

第15回行政区長杯グラウンドゴルフ大会開催結果について
　第 15 回目行政区長杯グラウンドゴルフ大会が 7 月 19 日 4 区グラウンドで開催されました。
当日は天候にも恵まれ、行政区長さんや代理区長さんも参加され交流を図っていました。

　大会の成績は次のとおりです。（敬称略）

　優　勝　小沼　良光　　
　　　　　（43 打　ホールインワン 4 回）
　準優勝　市村　明　　　
　　　　　（44 打　ホールインワン 3 回）
　第3位　西山　政秋　
　　　　　（47 打　ホールインワン 3 回）
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８
月
６
日
（
日
）
か
わ
う
ち
の
湯

大
広
間
に
て
、
川
内
優
輝
さ
ん
を
応

援
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

が
行
わ
れ
、
最
大
50
名
が
ロ
ン
ド
ン

へ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

会
場
内
は
、
生
ビ
ー
ル
と
お
つ
ま

み
も
販
売
さ
れ
、
風
呂
上
り
に
食
事

を
し
な
が
ら
の
方
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会

Ｔ
シ
ャ
ツ
で
し
っ
か
り
応
援
ス
タ
イ

ル
の
方
な
ど
様
々
。
ス
ク
リ
ー
ン
に

は
、
ロ
ン
ド
ン
に
送
っ
た
小
中
学
生

の
寄
書
き
横
断
幕
の
映
像
が
流
れ
、

村
長
の
お
話
、
村
の
公
務
員
ラ
ン

ナ
ー
野
内
さ
ん
に
よ
る
応
援
の
掛
け

声
練
習
が
行
わ
れ
、
男
子
マ
ラ
ソ
ン

の
ス
タ
ー
ト
を
待
ち
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
優
輝
さ
ん
が

映
る
度
に
、
メ
ガ
ホ
ン
、
ス
テ
ィ
ッ

ク
バ
ル
ー
ン
、
優
輝
さ
ん
の
写
真

入
り
う
ち
わ
を
使
っ
て
大
声
で
応

援
。
途
中
の
転
倒
や
給
水
ミ
ス
な
ど

で
は
ハ
ラ
ハ
ラ
と
皆
で
静
か
に
見
守

り
、
途
中
順
位
に
変
化
が
な
い
時
間

に
は
、
ご
ろ
寝
の
方
が
出
る
な
ど
、

の
ん
び
り
し
た
時
間
帯
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
残
り
１
㎞
で
猛
然
と

上
位
の
ラ
ン
ナ
ー
を
抜
き
去
っ
て
い

く
優
輝
さ
ん
が
映
し
出
さ
れ
た
瞬
間

か
ら
会
場
内
は
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
！
全

世
界
陸
上
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

できごと

健
康
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
に
過
ご
す

こ
と
を
目
的
に
、
７
月
28
日
（
金
）
川

内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、

中
央
学
級
及
び
一
般
村
民
を
対
象
に
健

康
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

福
島
県
立
医
科
大
学
心
身
医
療
科
一

瀬
瑞
絵
先
生
を
お
迎
え
し
、「
健
康
と

睡
眠
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
、
講
演

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
人
は
、
睡
眠
を

と
ら
ず
に
過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
眠
ら
な
い
と
ど
う
な
る
か
。
睡
眠

不
足
が
続
く
と
、
高
血
圧
や
メ
タ
ボ
な

ど
の
生
活
習
慣
病
や
う
つ
・
認
知
症
な

ど
様
々
な
病
気
の
要
因
に
な
る
の
で
、

よ
り
よ
い
眠
り
の
た
め
に
、
睡
眠
障
害

対
処
の
12
の
指
針
が
あ
る
と
の
講
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

日
常
の
生
活
の
中
で
、
自
分
の
症
状

と
睡
眠
不
足
と
の
関
わ
り
な
ど
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

フ
ッ
ト
サ
ル
タ
イ
女
子
代
表
来
村

　

８
月
２
日
～
６
日
の
期
間
、
タ
イ
の

フ
ッ
ト
サ
ル
女
子
代
表
チ
ー
ム
が
練
習

合
宿
の
た
め
来
村
し
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
に
は
川
内
村
役
場
前
に
て

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
歓
迎
の
挨
拶

と
共
に
、
村
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
モ
リ
タ

ロ
ウ
」
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

滞
在
中
は
、
小
野
町
町
民
体
育
館
で

練
習
や
日
本
の
女
子
チ
ー
ム
と
の
親
善

試
合
を
行
い
、
４
日
に
は
川
内
村
の
小

学
生
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

員
で「
行
け
ー
！
」「
が
ん
ば
れ
ー
！
」

と
画
面
に
向
か
っ
て
叫
び
ま
し
た
。

　

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
姿
に

皆
、
感
動
し
た
様
子
で
会
場
を
後
に

し
て
い
ま
し
た
。

　

日
の
丸
を
背
負
う
の
は
最
後
と
の

こ
と
で
す
が
、
か
え
る
マ
ラ
ソ
ン
の

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
川
内
優
輝

さ
ん
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
!!

フットサルタイ女子代表の皆さんと
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　第５回 川内村グラウンドゴルフ大会開催
　地元に滞在する㈱大林組と村民の交流を図るた
め、第５回地元滞在企業交流グラウンドゴルフ大
会が、７月 16 日、すわの杜公園において開催さ
れました。第５区区民 29 名、第８区老人クラブ
16 名、㈱大林組関係者 15 名の計 60 名が参加し
て開催されました。
　開会式では、第５区高野区長、㈱大林組小平所
長らがあいさつし、あたごグラウンドゴルフ部の市村部長がルールの説明を行った後、８組に
分かれてプレーが行なわれました。
　好天に恵まれ、参加者たちはプレーを楽しみながら、親睦を図っていました。この後、昼食
を取りながら表彰式が行われました。
　ご協力を頂きました参加者、関係者の皆さんありがとうございました。

すこやかクッキング教室
　８月３日（木）にゆふねにおいて、こども教室の児童を
対象に「食の大切さを学び、料理をすることの楽しさを知
ること」を目的に食生活改善推進員の協力のもと、すこや
かクッキング教室を行いました。
　村の保健師から朝ごはんを食べることの大切さなどの話
を聞いた後、１年生から６年生が２グループに分かれてジャ
ガイモのピザとフルーツ寒天を作りました。野菜の
皮をむいたり、果物を切ったりと楽しく調理をし、
上手に作ることができました。
　子どもたちは作った料理を「おいしい！」と喜ん
で食べていました。

　かわうち保育園　夏まつり
　８月４日(金)かわうち保育園で恒例の夏まつり（保護者会主催）が開かれ、園児28名とそ
の保護者、職員やボランティアの方々ら約80名が参加しました。
　子ども達は、かわいい浴衣やじんべい姿で、やぐらを囲んで盆踊りをしました。出店コー
ナーでは、的当て、ヨーヨー釣りやお化け屋敷などをお友だちと一緒に楽しんでいました。

できごと
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 ■次号の人紹介 次回は 玉根 俊介さんをご紹介します。   

　地域の皆さん、こんにちは。
　この度、縁あって川内村に派遣されました宮内　
浩と申します。よろしく御願いします！
　先日夜、カエルがケロケロと大合唱をしている中、
歩いて帰宅していると、道路際できらりと光るもの
が飛んでおり何かなとよくみるとホタルでした。自
然な形でホタルが飛んでいるのを見たのは記憶にな
いくらい久しぶりで、綺麗な自然が残されていると
ころだなぁーと改めて感じた瞬間でした。また、満天の星空を見上げ天の川を見つけた時
にも本当に感動しました。
　村の社会に早く溶け込み、微力ではありますが村の復興や活性化のため精一杯頑張り
たいと思います。
　何かございましたらお声がけください！よろしく御願い致します！

聞いてくんつぇ♪

たまね しゅんすけ

宮内 　浩 さん
みやうち　　ひろし

波

立

ち

の

砂

浜

に

座

す

土

用

波

安

志

サ
ン
グ
ラ
ス
買
ひ
替
え
て
ゆ
く
小
旅
行

タ
チ
ア
オ
イ
上
ま
で
伸
び
る
も
梅
雨
明
け
ず

さ

と

連

日

の

嘘

の

上

塗

り

草

い

き

れ

静

坐

し

て

心

音

高

し

油

照

り

き
い
ち

炎
昼
や
友
の
電
話
で
し
ゃ
き
っ
と
す

幼

子

の

目

玉

の

先

の

守

宮

か

な

美

穂

大

花

火

玉

屋

鍵

屋

と

け

た

た

ま

し

暖

簾

割

る

印

半

纏

夏

祭

り

山

雀

鷺

草

の

小

さ

き

に

鳩

の

豆

鉄

砲

す
い
と
ん
の
味
噌
味
う
す
く
敗
戦
日

花

子

浮

草

や

夕

空

高

し

雲

一

朶

川
内
俳
句
会 

八
月
句
会

連載
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お知らせ

９
月
の
賠
償
金
請
求
に
関
す
る

東
京
電
力
㈱
相
談
窓
口
の
開
設

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程
で

賠
償
金
請
求
に
関
す
る
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
ご
相
談
に
あ

た
っ
て
は
、
東
京
電
力
㈱
か
ら
郵
送
さ

れ
た
「
賠
償
金
請
求
の
ご
案
内
」
な
ど

の
関
係
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
場
所

　

川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
1
階
会
議
室
）

■
日
時

　

９
月
21
日
（
木
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
２
時

飲
料
水
・
沢
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
毎
週
火
曜
日
に
飲
料
水

検
査
を
希
望
し
て
い
る
世
帯
に
つ
い

て
、
福
島
県
食
肉
衛
生
検
査
所
に
て

飲
料
水
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
活
路
線
バ
ス
の
変
更
に
つ
い
て

　

現
在
、
新
常
磐
交
通
が
復
興
支
援

バ
ス
と
し
て
運
行
し
て
お
り
ま
す
小

野
町
行
き
の
路
線
バ
ス
が
、
10
月
１

日
よ
り
一
般
乗
合
バ
ス
に
切
り
替
わ

り
ま
す
。
割
引
乗
車
証
も
利
用
で
き

な
く
な
り
、
通
常
運
賃
と
な
り
ま
す

の
で
ご
承
知
願
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
一
般
乗
合
バ
ス
を

利
用
し
た
村
民
に
対
し
生
活
路
線
バ

ス
運
賃
補
助
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
支

払
っ
た
運
賃
の
半
額
を
補
助
い
た
し

ま
す
の
で
、
通
常
料
金
で
利
用
し
た

際
は
、
①
領
収
書
や
乗
車
証
明
書
な

ど
利
用
金
額
が
分
か
る
書
類
②
印
鑑

③
振
込
先
の
通
帳
を
持
っ
て
、
役
場

総
務
課
企
画
政
策
係
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
船
引
行
き
の
路
線
バ
ス
に

つ
い
て
も
、
10
月
１
日
よ
り
運
行
時

刻
表
の
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
か
わ
う
ち

10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

生
活
路
線
バ
ス
の
確
保
・
維
持
の

た
め
、
村
民
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

総
務
課　

企
画
政
策
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
１

　

平
成
29
年
7
月
11
日
～
平
成
29
年

８
月
10
日
の
受
付
件
数
は

　

井
戸
水
受
付
件
数　
　
　

３
件

　

表
流
水
（
沢
水
・
引
き
水
）

 

受
付
件
数　

０
件　

と
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
検
査
結

果
が
Ｎ
Ｄ
で
あ
り
ま
し
た
。

※
「
Ｎ
Ｄ
」
と
は
、
測
定
結
果
が
検

出
限
界
値
未
満
で
あ
っ
た
こ
と
を
指

す
。
検
出
限
界
値
は
、
測
定
機
器
や

測
定
条
件
（
測
定
時
間
等
）
に
よ
り

測
定
ご
と
に
異
な
り
、
本
結
果
に
お

い
て
は
放
射
性
ヨ
ウ
素
及
び
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
に
関
し
、
１
Bq
／
kg
未
満

で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
飲
料
水
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
水

質
検
査
を
ご
希
望
の
方
は
、
２
リ
ッ

ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
1
本
を
毎

週
金
曜
日
の
午
後
３
時
ま
で
に
①
採

取
場
所
②
月
日
③
時
間
④
天
候
を
添

え
て
、
役
場
住
民
課
に
届
け
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
課

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
３

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

今
月
の
納
税
（
９
月
）

・
固
定
資
産
税　
　
　

�

３
期

・
国
民
健
康
保
険
税　

�

３
期

納
期　

平
成
29
年
10
月
２
日
（
月
）

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
９
月

27
日
（
水
）
に
ご
指
定
の
口
座
よ
り
引

き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

※
村
税
納
付
の
口
座
振
替
を
ご
希
望
さ

れ
る
方
は
、
税
務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
納
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書
は
、
コ
ン

ビ
ニ
で
は
使
え
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ　

住
民
課　

税
務
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
４

平
成
29
年
度　

川
内
村
消
防
団 

秋
季
検
閲
式
開
催

■
日　

時

　

平
成
29
年
10
月
1
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～

■
場　

所

　

川
内
村
村
民
体
育
セ
ン
タ
ー

※
午
前
７
時
に
消
防
団
招
集
の
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
火
災
と

間
違
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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お知らせ

民
芸
館
収
蔵
品
に
つ
い
て

　

阿
武
隈
民
芸
館
で
は
、
防
火
管
理

の
面
か
ら
収
蔵
庫
と
し
て
い
た
地
下

倉
庫
を
解
体
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
保
存
中
の
民
具

等
の
分
類
整
理
を
行
い
ま
す
。

　

収
蔵
庫
内
に
は
、
１
、０
０
０
点

以
上
の
資
料
が
あ
り
ま
す
が
、
経
年

に
よ
る
劣
化
等
も
み
ら
れ
、
今
後
保

存
が
難
し
い
物
や
、
処
分
が
必
要
な

も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

村
内
の
ご
家
庭
よ
り
資
料
と
し
て

ご
提
供
い
た
だ
い
た
民
芸
品
に
つ
い

て
、
返
却
を
希
望
す
る
方
に
は
お
返

し
ま
す
の
で
、
返
却
希
望
の
方
は
、

９
月
末
ま
で
に
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
日
ま
で
に
お
申
し
出
の

無
い
場
合
は
、
寄
贈
品
と
し
て
取
り

扱
い
を
お
任
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
係　

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
６

労
働
困
り
ご
と
相
談
会

開
催
に
つ
い
て

　

職
場
の
中
で
起
き
て
い
る
困
り
ご

と
や
疑
問
（
賃
金
や
退
職
、
人
間
関

係
な
ど
）
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
現
地
相
談
会
で
は
、
労
働
問

題
に
精
通
し
て
い
る
労
働
委
員
会
委

員
が
対
応
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

10
月
22
日
（
日
）

【
現
地
相
談
会
】

 

・
福
島
県
自
治
会
館

　
（
県
労
働
委
員
会
事
務
局
）

 

・
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

■
時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

※
電
話
予
約
に
よ
る
時
間
指
定
も
可

能
で
す
。

【
電
話
相
談
】

　

☎
０
２
４

－

５
２
１

－

７
５
９
４

（
県
内
全
域
対
象
）

■
時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

■
問
合
せ　

福
島
県
労
働
委
員
会
事

務
局
（
福
島
市
中
町
８

－

２
）

　

☎
０
２
４

－

５
２
１

－

７
５
９
４

E-m
ail　

roudousoudan@
pref.

fukushim
a.lg.jp

富
岡
町
内
に
お
け
る
簡
易
裁
判
所

の
手
続
案
内
に
つ
い
て 

　

裁
判
所
で
は
、
次
の
と
お
り
、
富

岡
町
内
に
お
い
て
、
手
続
案
内
及
び

受
付
事
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

■
日　

時

　

毎
月
第
１
、
第
３
木
曜
日

■
時　

間　

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時　

■
場　

所　

福
島
地
方
法
務
局

　

富
岡
出
張
所
庁
舎
内 

■
内　

容

　

手
続
案
内
・
受
付
事
務 

・
建
物
の

明
渡
し
、
お
金
の
貸
し
借
り
や
交
通

事
故
の
損
害
賠
償
な
ど
、
簡
易
裁
判

所
で
扱
う
こ
と
の
で
き
る
民
事
事
件

手
続
の
概
要
や
申
立
方
法
の
案
内 

・

訴
状
、
調
停
申
立
書
、
支
払
督
促
申

立
書
な
ど
福
島
富
岡
簡
易
裁
判
所
の

管
轄
に
属
す
る
民
事
事
件
の
受
付
。

　

な
お
、
受
付
後
の
事
件
処
理
は
、

郡
山
簡
易
裁
判
所
で
行
い
ま
す
。 

■
問
合
せ　

郡
山
簡
易
裁
判
所

　

☎
０
２
４

－

９
３
２

－

５
６
９
７

消
防
署
よ
り

台
風
か
ら
の
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
！

　

９
月
は
台
風
が
多
い
時
期
で
す
。

台
風
被
害
を
少
し
で
も
低
減
す
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

①
非
常
用
品
を
備
蓄
す
る
。

②
近
隣
の
建
物
や
道
路
を
知
る
。

③
最
新
の
台
風
情
報
を
確
認
す
る
。

④
家
の
周
り
を
再
点
検
す
る
。

⑤
用
水
路
、
河
川
な
ど
の
見
回
り
は

や
め
る
。

⑥
不
要
な
外
出
は
控
え
る
。

　

台
風
の
被
害
に
よ
り
、
ケ
ガ
を
さ

れ
た
り
、
最
悪
の
場
合
は
死
に
至
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ポ
イ

ン
ト
に
注
意
を
し
て
安
全
に
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

【
火
事
と
救
急
は
１
１
９
番
】

■
問
合
せ

浪
江
消
防
署

　

☎
０
２
４
０

－

３
４

－

７
３
６
０

富
岡
消
防
署

　

☎
０
２
４
０

－

２
５

－

２
１
１
９
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平成29年度　自衛官募集案内
防衛省・自衛隊では平成 29 年度自衛官採用試験を下記のとおり行います。

試験種目

採用区分等

防衛医科大学校医学教
育部看護学科学生

（自衛官候補看護学生）
防衛医科大学校医学科学生 防衛大学校生

（前期日程）

受付期間 平成29年９月５日（火）　～　平成29年９月29日（金）　（締切日必着）

応募資格
平成30年４月１日現在21
歳未満　　　　　　　　
高校卒業（見込含）又は
高専３年次修了者（見込含）

平成30年４月１日現在21
歳未満　　　　　　　　
高校卒業（見込含）又は
高専３年次修了者（見込含）

平成30年４月１日現在21歳
未満　　　　　　　　
高校卒業（見込含）又は
高専３年次修了者（見込含）

試験日程 10月14日（土）　　　　　　　　　　　
一次試験（筆記）

10月28日・29日（土・日)　　　　　　　　　　　　　
一次試験（筆記）

11月４日・５日（土・日)　　　　　　　　　　　　　
一次試験（筆記）

試験会場 郡山市労働福祉会館 郡山市労働福祉会館 コラッセふくしま

採用予定数 参考（28年度）
　約75名

参考（28年度）
　約85名

参考（28年度）
人文・社会学科専攻　約65名

（うち女子約15名）
理工学専攻　約235名
（うち女子約20名）　　

■問合せ
　自衛隊福島地方協力本部　相双地域事務所
　〒 975-0033 南相馬市原町区高見町１丁目 142-2　☎・FAX0244-23-4712

お知らせ（募集）

平成29年度川内村臨時職員(歯科衛生士等)募集について

　村では、平成 29 年度の歯科衛生士及び歯科助手を募集します。希望される方は下記によ
りお申し込みください。

１.�臨時職員募集内容

【歯科衛生士　嘱託員】
○募集人員　若干名
○業務内容　歯科衛生士等の業務
○勤務場所　川内村国保診療所
○応募資格　・普通自動車運転免許を取得又は取得見込みの方
　　　　　　・昭和 27 年４月２日～平成７年４月１日生まれの方

２. 応募要領

①応募方法　川内村役場総務課に用意してある「申込書」に履歴書（写真貼付）及び資格を
　　　　　　有する証明書を添付し直接又は郵送により提出してください。
②受付期間　平成 29 年９月１日～９月 15 日（執務時間内）
③受付場所　川内村役場　総務課
④選考方法　書類審査及び個別面接による。（面接日は後日応募者に通知する。）　
⑤問合せ先　総務課　総務係　☎０２４０－３８－２１１１

総合 検診について　
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お知らせ（募集）

　厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」

福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ
他社に学ぶ！�異業種に学ぶ！�企業のためのバスツアー　バス代無料
　「人が育つ」「企業が育つ」「信頼が育つ」見て触れて、振り返り、持ち帰るツアーです。
人材育成、雇用定着、働きやすい環境改善、経営戦略など、他社の取り組みや異業
種からヒントを得てみませんか。見学後は、振り返りセミナーで自社に活かすポイ
ントを整理します。自社の取り組みを振り返り、今後の事業展開につなげる貴重な
機会です。ぜひご参加ください。

日程：９月13日（水）　　締切：９月６日（水）　　定員：40名（１社２名まで）
見学先：郡山市内の企業３社　　バス乗車地：郡山市、福島市、いわき市、南相馬市

※集合時刻、乗車場所など詳細につきましては、当協議会ＨＰをご覧いただくか、お問合せ
ください。

建設機械等運転技能講習（個人申込型）　受講料・テキスト代無料
　掲載内容以外にも他の会場や日程もあります。お申込締切後、当該事業の主旨に基づき厳
正に選考し、選考結果は電話にてご連絡します。ご参加いただいた方 ( 雇用保険受給者 ) で、
証明書が必要な方へ参加証明書を発行します。
●車両系建設機械運転技能講習（整地・運搬・積込み用及び掘削用）（定員　各会場10名）

お申込みの際は、必ず本人確認書類【自動車運転免許証のコピー】お持ちでない方は
【住民票（マイナンバーの記載なし）の写し】を添付してください。
　【郡山会場】日時：10 月 25 日（水）～ 10 月 29 日（日） ８：10 ～ 17：30　　
　　　　　  場所：富久山産業機械講習所（郡山市西田町）　締切：10 月 11 日（水）
　【福島会場】日時：12 月６日（水）～ 12 月 10 日（日） ８：10 ～ 17：20　　
　　　　　  場所：北部日本建設機械講習所（伊達市原島）　　　　　締切：11 月 22 日（水）
●小型移動式クレーン運転技能・玉掛け技能講習（定員　各会場10名）

お申込みの際は、必ず本人確認書類【自動車運転免許証のコピー】お持ちでない方は
【住民票（マイナンバーの記載なし）の写し】を添付してください。
　【福島会場】日時：10 月 17 日（火）～ 10 月 22 日（日） ８：10 ～ 17：20　　
　　　　　    場所：北部日本建設機械講習所（伊達市原島）　　締切：10 月４日（水）
　【郡山会場】日時：11 月 14 日（火）～ 11 月 19 日（日） ８：10 ～ 17：30　　
　　　　　    場所：富久山産業機械講習所（郡山市西田町）　締切：11 月１日（水）　
●フォークリフト運転技能講習（定員　各会場10名）

お申込みの際は、必ず本人確認書類【自動車運転免許証のコピー】を添付してください。
　【福島会場】日時：10 月 26 日（木）～ 10 月 29 日（日） ８：10 ～ 18：10　
　　　　　    場所：北部日本建設機械講習所（伊達市原島）　締切：10 月 15 日（日）
　【郡山会場】日時：11 月９日（木）～ 11 月 12 日（日） ８：00 ～ 18：10　
　　　　　    場所：富久山産業機械講習所（郡山市西田町）　締切：10 月 29 日（日）

共通事項
　申込者多数の場合は、早めに受付を締め切る場合がありますので、あらかじめご了承くだ
さい。詳しくは、チラシまたはホームページをご覧ください。
●申込方法　　　　　　　　　　　
　申込書設置場所　川内村役場、川内村商工会、ハローワーク
　お申込み　ファクス、郵送、ホームページ　　
　　
■問合せ　　　　　
　福島広域雇用促進支援協議会 田村窓口 （田村市役所産業部商工観光課内）
　☎０２４７－６１－５５８５　ＦＡＸ０２４７－６１－５５８６
　ホームページ�働きたいネット�検索

はたらっこ



18広報かわうち 2017.9

がんばれ！！　川内村代表　野球チーム

　第11回 市町村対抗福島県軟式野球大会
　第 11 回市町村対抗福島県軟式野球大会は、福島市県営あづま球場を
会場に９月９日（土）開会式が開催されます。
　今大会は、59 市町村が参加し９月 10 日から 10 月１日まで開催さ
れる予定です。
　川内村代表チームは９月 17 日（日）第２試合（10：00）あづま球場で、
白河市と対戦しますので、村民皆様のご声援をよろしくお願いします。

（雨天等により試合日程の変更が生じますので、ご確認のうえご来場お
願いいたします。）

　川内村代表チームのメンバーは次のとおりです。選手の皆さん、頑張ってください！

お知らせ（募集・告知）

第
２
回
川
内
村

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

開
催
中
！

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
第
２
回
川

内
村
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
川
内
村
の
豊
か
な
自
然

風
景
や
、
人
々
、
イ
ベ
ン
ト
風
景
な

ど
、
是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
部　
　

門　

　

①
風
景
部
門

　

②
人
物
・
イ
ベ
ン
ト
部
門

■
応
募
方
法

　

Ａ
４
又
は
四
つ
切
（
ワ
イ
ド
可
）

に
プ
リ
ン
ト
し
、
裏
面
に
応
募
票
を

貼
付
け
送
付
。

■
賞　
　

品　

　

入
賞
者
へ
は
、
賞
金
や
村
特
産
品

な
ど
を
贈
呈
。

■
応
募
締
切　

　

平
成
30
年
１
月
19
日
（
金
）

　

チ
ラ
シ
（
応
募
票
付
）
は
、
村
役

場
に
て
窓
口
配
布
し
て
い
る
他
、
郵

送
も
可
能
で
す
の
で
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

総
務
課　

企
画
政
策
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
１

NO. 背番号 位置 氏 名 年齢 NO. 背番号 位置 氏 名 年齢

１ ３０ 監督 鈴　 木　 好　 一 ４３ １５ ９ 内野手 三　 瓶　 義　 浩 ４１

２ １０ 主将 秋　 元　 博　 光 ２４ １６ ２０ 内野手 伊　 藤　　　 翼 ２３

３ １５ 投手 渡　 辺　　　 仁 ４４ １７ ４ 内野手 秋　 元　 一　 哲 ３４

４ １８ 投手 秋　 元　 秀　 典 ３８ １８ ５ 内野手 三　 瓶　 竜　 次 ３４

５ ２２ 投手 遠　 藤　 俊　 平 ３６ １９ ２３ 内野手 三　 瓶　 一　 也 ３１

６ １２ 投手 大　 山　 圭　 介 ２９ ２０ ６ 内野手 佐 久 間　　　　 誠 ３０

７ １ 投手 鹿 股 　 仁 ２８ ２１ ２５ 内野手 遠　 藤　 篤　 志 ３１

８ １７ 投手 西　 山　 大　 夢 ２１ ２２ ２１ 内野手 西　 山　　　 樹 ２３

９ ２ 捕手 遠　 藤　 拓　 郎 ４０ ２３ ２８ 外野手 遠　 藤　 一　 美 ４０

１０ ３ 捕手 加　 藤　 裕　 之 ３１ ２４ ２９ 外野手 久保田　裕　　樹 ３８

１１ １１ 捕手 常　 陸　 貴　 司 ３１ ２５ ７ 外野手 鹿 股 　 　 亮 ２９

１２ ２４ 内野手 秋　 元　 活　 廣 ４５ ２６ １６ 外野手 小　 松　 良　 平 ２７

１３ １３ 内野手 秋　 元　 伸　 嗣 ４２ ２７ １９ 外野手 服　 部　 芳　 治 ２６

１４ ８ 内野手 若 松 　 　 秀 ４２ ２８ １４ 外野手 横　 田　 善　 誉 ２６
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　請求期限を過ぎると、第十回特別弔慰金を受ける権利がなくなりますので、お早
めにご請求ください。

■�支給対象となる方
　平成 27 年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病
者戦没者遺族等援護法による遺族年金」などを受ける方（戦没者の妻や父母等）が
いない場合に、以下の順番で順位が先になるご遺族お一人に支給されます。
　詳しい内容については、役場　保健福祉課にお問い合わせください。

支給対象者は、戦没者等の死亡当時のご遺族で

１．平成27年 4月 1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受
給権を取得した方
２．戦没者等の子
３．戦没者等の①父母�②孫�③祖父母�④兄弟姉妹
※戦没者等の死亡当時、生計関係があったことなどの要件を満たしているかど
うかにより、�順番が入れ替わります。
４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪など）
※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係があった方に限ります。

■�請求窓口
　川内村役場　保健福祉課 　☎ 0240-38-2941

第十回特別弔慰金の請求期限が近づいています。

平成30年４月２日までに、ご請求ください。

お知らせ（福祉）

戦没者等のご遺族の皆様へ
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介
護
保
険
料
（
第
３
期
）

　

納
期
限
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
料
（
第
３
期
）
の
納
期

限
は
、
９
月
30
日
（
土
）
で
す
。

　

役
場
出
納
室
、
指
定
金
融
機
関
等

で
、期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

保
健
福
祉
課　

保
健
福
祉
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
９
４
１

こ
こ
ろ
の
相
談
会
に
つ
い
て

　

精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
対
人
関
係
や

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り

等
の
思
春
期
の
問
題
や
ア
ル
コ
ー

ル
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
の
依
存
に
関
す

る
悩
み
に
つ
い
て
、
精
神
科
医
師
に

よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。

■
日
時　

　

９
月
14
日
（
木
）、
28
日
（
木
）　　

　

午
後
２
時
～
４
時

■
場
所　

福
島
県
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
福
島
市
御
山
町
８

－

30
）

※
相
談
日
の
３
日
前
ま
で
に
お
電
話

に
て
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
秘
密
は
厳
守
致
し
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
み

福
島
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４

－

５
３
５

－

３
５
５
６

ア
ル
コ
ー
ル
家
族
相
談
会

　

お
酒
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や

そ
の
対
応
に
困
っ
て
、
一
人
で
抱
え

込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
相
談
会
は
「
ご
家
族
が
自
身

の
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
、
気

持
ち
に
余
裕
が
生
ま
れ
、
飲
酒
問
題

に
も
上
手
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
対
象　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
（
又

は
そ
の
疑
い
の
あ
る
方
）
の
方
の
ご

家
族

■
場
所　

南
相
馬
市
原
町
保
健
セ
ン
タ
ー

（
南
相
馬
市
原
町
区
小
川
町
３
３
２

－

１
）

■
日
時　

９
月
27
日
（
水
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
内
容

　

★
状
況
を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
う

　

～
飲
酒
行
動
マ
ッ
プ
づ
く
り
～

　

★
暴
力
へ
の
対
策

　

～
安
全
な
対
応
を
練
習
す
る
～

　

★
家
族
相
談
・
交
流

■
問
合
せ
・
申
込
み

相
双
保
健
福
祉
事
務
所　

保
健
福
祉

課　

障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４
４

－

２
６

－

１
１
３
３

こ
ん
に
ち
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

 

～
高
齢
者
の
権
利
を
守
り
ま
し
ょ
う
～

　

高
齢
者
へ
の
虐
待
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
為
が
あ
り
ま
す
。「
高
齢
者

虐
待
防
止
法
」
で
は
家
族
な
ど
の
養

護
者
ま
た
は
要
介
護
施
設
従
事
者
な

ど
に
よ
る
次
の
よ
う
な
行
為
を
「
高

齢
者
虐
待
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

【
虐
待
と
は
…
】

○
身
体
的
虐
待

 

・ 

た
た
く
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
蹴
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待

・
怒
鳴
る
、の
の
し
る
、子
ど
も
扱
い

す
る
、
意
図
的
に
無
視
す
る
な
ど

○
性
的
虐
待

・
排
泄
の
失
敗
な
ど
に
対
し
て
、
懲

罰
的
に
下
半
身
を
裸
に
し
て
放
置

す
る
な
ど

○
経
済
的
虐
待

・
本
人
の
お
金
を
必
要
な
額
渡
さ
な

い
、
使
わ
せ
な
い
な
ど

○
介
護
・
世
話
の
放
棄
放
任
（
ネ
グ

レ
ク
ト
）

・
空
腹
、
脱
水
、
栄
養
失
調
の
状
態

の
ま
ま
に
す
る
な
ど

　

高
齢
者
の
介
護
は
考
え
る
以
上
に

大
変
で
す
。
介
護
を
し
て
い
る
家
族

が
疲
弊
し
て
追
い
つ
め
ら
れ
、
自
覚

の
な
い
ま
ま
虐
待
し
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
を
発

見
し
た
り
、
虐
待
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
た
場
合
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
相
談
・
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
複
合
施

設
ゆ
ふ
ね
内
）

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
９
４
１

お知らせ（福祉）
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ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
敬
老
者
招
待

の
ご
案
内

　

常
磐
興
産
株
式
会

社
か
ら
、
川
内
村
の

70
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
た
無
料
招
待

の
案
内
を
頂
き
ま
し
た
。
75
歳
以
上
の
敬
老
会

招
待
者
の
皆
様
に
は
敬
老
会
の
ご
案
内
と
一
緒

に
招
待
券
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
。
70
歳
～
74

歳
の
方
で
、
招
待
券
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

保
健
福
祉
課
（
☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
９
４
１
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
招
待
期
間

　

平
成
29
年
９
月
１
日
～
平
成
29
年
11
月
30
日

ま
で
（
期
間
内
１
回
の
み
）

■
招
待
施
設

　

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

■
招�

待�

者

　

70
歳
以
上
の
方（
平
成
30
年
３
月
31
日
現
在
）

と
付
添
者
１
名
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

※
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

敬
老
招
待
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

保
健
福
祉
課

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
９
４
１

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
Ⅱ
参
加
者
募
集

 

～
水
中
運
動
で
生
活
習
慣
病
予
防
～

　

川
内
村
で
は
、
生
活
習
慣

病
を
予
防
す
る
た
め
の
水
中

運
動
と
椅
子
に
座
っ
て
の
運

動
を
組
み
合
わ
せ
た
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
教
室
Ⅱ
を
開
催
し
ま

す
。
水
中
で
の
運
動
は
、
普

通
に
運
動
す
る
よ
り
体
力
を

消
耗
す
る
反
面
、
腰
や
膝
に
負
担
が
少
な
い
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
お
腹
ま
わ
り
や

体
重
・
検
査
値
を
改
善
し
た
い
と
い
う
方
は
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
対　

象

　

か
わ
う
ち
村
民
で
40
歳
～
74
歳
ま
で
の
方

■
日　

程

　

９
月
14
日
～
毎
週
木
曜
日
（
計
12
回
）

■
時　

間　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

■
場　

所　

も
り
た
ろ
う
プ
ー
ル

■
募
集
人
員　

15
名

（
申
込
数
が
多
数
の
場
合
は
、
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

教
室
参
加
が
初
め
て
の
方
を
優
先
い
た
し
ま

す
。）

■
お
申
込
み
方
法　

９
月
８
日
（
金
）
ま
で

に
保
健
福
祉
課
（
☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
９
４
１
）
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

総
合
検
診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
へ

施
設
健
診
の
お
知
ら
せ

　

9
月
4
日
～
7
日
ま
で
川
内
村
体
育
セ
ン

タ
ー
で
実
施
の
総
合
検
診
を
都
合
で
受
診
で
き

な
い
方
を
対
象
に
施
設
検
診
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
川
内
村
保
健

福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

特
定
健
診

：

40
歳
～
74
歳
ま
で
の
国
保
加
入
の
方

・
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
方

・
胃
・
大
腸
・
肺
が
ん
検
診
―
40
歳
以
上
の
方

・
子
宮
が
ん
検
診

：

20
歳
以
上
の
女
性　

・
乳
が
ん
検
診

：

40
歳
以
上
の
女
性　

・
前
立
腺
が
ん
検
診

：

50
歳
以
上
の
男
性

（
が
ん
検
診
は
、
健
康
保
険
の
種
類
は
問
い
ま
せ

ん
の
で
社
会
保
険
の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
）

■
実
施
医
療
機
関

　

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院

■
実
施
期
間

　

平
成
29
年
11
月
～
12
月　
（
受
診
日
は
、
申

し
込
み
時
に
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

■
申
込
期
間

　

平
成
29
年
9
月
8
日
～
9
月
22
日

■
申
込
み
・
問
合
せ　

保
健
福
祉
課　
　

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
９
４
１

お知らせ（福祉）
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総合検診について
【場所と時間】

期日 対象 場所 受付時間
9 月 4 日（月） １区・４区

村民体育センター
（川内村）

午前 8 時～午前 10 時 30 分
まで

9 月 5 日（火） ２区・３区
9 月 6 日（水） ６区・７区
9 月 7 日（木） ５区・８区

※今年度は地区毎に割り振らせていただきました。お住まいの地区以外での受診も可能ですが、極力
指定の日での受診にご協力ください。

【持参するもの】
　総合検診受診録、保険証、受診券（社会保険の扶養の方）
【受診にあたっての注意事項】

①受診録の裏面の問診項目は必ず記載してください。
②血液検査をされる方は、健診当日はできるだけ朝食などをとらずにおいでください。
③胃がん検診を受ける方は、前日の夜 9 時以降の飲食はしないでください。
④結核検診・肺がんレントゲン検診を受ける方は T シャツまたは下着となっていただきま

すので脱ぎやすい服装でおいでください。

■問合せ　保健福祉課　☎０２４０－３８－２９４１

乳がん検診について

乳がん検診

日　程 場　所 受　付　時　間

9 月 13 日（水） ゆふね
保健指導室 午前 9 時　～　10 時

9 月 28 日（木） ゆふね
保健指導室 午後 2 時　～　2 時 30 分

■対　象／ 40 歳以上の女性（※ 28 日のみ 30 代の方も受診可能）
■料　金／無料
■持参するもの／乳がん検診受診録・バスタオル
■検　診／ 40 歳以上…視触診とマンモグラフィー（乳房のエックス線撮影）
　　　　 　30 歳代…視触診とエコー
＊申し込みのない方は受けられません。検診の日時は、個人ごとに指定

となり、それ以外の日程では受けられませんのでご注意ください。現
在申込み者が多くキャンセル待ちの状況ですので、受診できない場合
は必ずご連絡ください。

■問合せ　保健福祉課　☎０２４０－３８－２９４１

お知らせ（福祉）
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福島県が昨年実施した「食行動実態把握調査」の結果が発表となりましたのでお知らせします。
ぜひ普段の生活の参考にしてください。 
 

 

 

 
普段の生活を見直し、健康川内を目指しましょう！問い合わせは保健福祉課 保健師☎38－2941

 

働き盛り世代 
熟年世代 

揚げ物・レトルト食品やインスタント食

品、市販弁当、外食の利用が多い 

いも類、菓子パンやスナック菓子、

煮物・漬物、みそ汁などの汁物、塩魚類

を食べる頻度が多い 

太りにくい食事習慣を目指して 

「太りにくい食事習慣」を実施している人ほどＢＭＩ（体重kg÷身長m÷身長m）は小さくなりました。

みなさん、以下のような食行動をとっています

○揚げ物の頻度が少ない　　　　　　　　 ○マヨネーズやケチャップの利用が少ない

○カレー・シチューの頻度が少ない　　　○食べるときは腹八分目

○菓子パンやスナック菓子・チョコレート菓子をあまり食べない

○ジュースや清涼飲料水、缶コーヒーなどの甘い飲み物をあまり飲まない

 

 

 

    

 

 
引用：「平成29年度福島県食行動実態把握推進事業第一回検討会」資料より

 

〈年代別の食行動の特徴〉 

 

当てはまるとこ

ろはありません

か？

今年の健康増進普及月間のスローガンは、「１に運動、２に食事、しっかり禁煙　
最後にクスリ～健康寿命の延伸～」です。生活習慣病の特性や改善について
理解を深め、健康づくりの実践の促進に取り組みましょう。

　健康かわら版　～9月は健康増進普及月間です～

お知らせ（福祉）

肝炎ウイルス検査は受けましたか？

・ウイルス性肝炎は、肝炎ウイルスに感染して、肝臓の細胞が壊れていく病気です。
・ウイルス性肝炎は、国内最大級の感染症と言われ、日本人の約 100 人に１人が感染して

いると推計されています。
・ 肝臓は「沈黙の臓器」と言われ、肝炎ウイルスに感染しても、ほとんどの場合自覚症状が

ありません。知らない間に病状が進行し、気づいた時には肝硬変や肝がんなど命にかかわ
る病気になっています。

・肝がんの原因の約 80％が肝炎です。

　・肝炎は、早期に発見し、早期に治療すれば重い病気になるのを防ぐことができます。

◎まだ一度も肝炎ウイルス検査を受けたことがない方は、ぜひ早めに肝炎ウイルス検査を受け
ましょう！

◎ご家族や周りの方々にも肝炎ウイルス検査の受診を勧めてください！

川内村では総合検診の中で肝炎ウイルス検査を実施しておりますので、希望される方は、保
健福祉課（☎３８－２９４１）へご連絡ください。

○肝炎とは…

○検査の重要性

◉検査費は無料！
◉40歳以上の方なら
検査可能です！



広報かわうち 2017.9 24

善
意
の
ご
遺
志
金

　

な
ら
び
に
ご
寄
付

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

＊
ご
遺
志
金

・
遠
藤　

博
幸
様
（
後
谷
地
）

　

故
遠
藤　

猛
様
ご
遺
志

・
西
山　

文
夫
様
（
上
ノ
台
）

　

故
西
山
キ
ヨ
子
様
ご
遺
志

＊
一
般
ご
寄
付

・
望
月　

威
男 

様（
静
岡
市
）

　

㈱
イ
シ
フ
ク
フ
タ
バ
会
長

・
望
月　

隆
司 

様（
田
村
市
）

　

㈱
イ
シ
フ
ク
フ
タ
バ
代
表

取
締
役

お知らせ（社会福祉協議会）

　ご協力ありがとうございます

平成 29 年度　社協会員（個人）会費
　川内村社会福祉協議会は、だれもが安心して暮らせる福祉の村づくりをめざして、「ふれ
あい、支え合う、助け合う、お互い様の地域づくり」の活動を進める社会福祉法人です。
　本会の活動費は、村民の皆様よりご協力いただいた社協会費や補助金等で運営されていま
す。
　地域事情に合わせた福祉事業推進のため「社協会員会費」は一般・特別会費で 769,000 円
のご協力をいただきました。会員の皆様に心より感謝申し上げます。
　法人会費につきましては次号で報告させていただきます。

一般・特別会費総額　769,000円

行政区 一般会費
（１，０００円）

特別会費
（３，０００円以上） 合計

１区 １１５，０００円 　１５，０００円 １３０，０００円
２区 　４３，０００円 　　１５，０００円 　５８，０００円
３区 １１０，０００円 １５，０００円 １２５，０００円
４区 　５８，０００円 　　２７，０００円 　８５，０００円
５区 １５１，０００円 　　３８，０００円 １８９，０００円
６区 　７４，０００円 　　　９，０００円 　８３，０００円
７区 　６１，０００円 　　１１，０００円 　７２，０００円
８区 　２４，０００円 　　　３，０００円 　２７，０００円
合計 ６３６，０００円 １３３，０００円 ７６９，０００円

＊会員会費の使途について
　皆様からいただきました会費は、次の事業に充てる予定です。
　① ボランティア普及活動事業
　　　活動に対する事業費や活動保険料
　② 社協独自事業
　　　福祉団体助成事業、いきいきサロン、子育てサロンなど
　③ 福祉車両管理費
　　　福祉バスなど車両運行に係る経費
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【
６
・
７
区
住
民
対
象
】

■
日
程　

９
月
29
日
（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時
～

■
場
所　

６
区
集
会
所

♥
小
物
づ
く
り
と

　

お
茶
会
の
ご
案
内

　

楽
し
み
づ
く
り

や
仲
間
と
の
交
流

を
目
的
に
開
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　

程　

９
月
14
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■ 

場　

所

　

五
社
の
杜
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

■ 

対
象
者

　

小
物
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方

■ 

用
意
す
る
も
の

　

裁
縫
道
具
（
針
・
マ
チ
針
・
は
さ

み
）
等

※
交
通
手
段
が
な
く
参
加
で
き
な
い

方
は
川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
２
４
０

－
３
８

－

３
８
０
２

♥
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

身
近
な
方
と
の
交
流
や
仲
間
づ
く

り
や
楽
し
い
話
し
合
い
の
機
会
を
持

つ
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

の
９
月
の
予
定
に
つ
い
て
ご
案
内
し

ま
す
。
対
象
地
区
の
高
齢
者
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
１
区
住
民
対
象
】

■
日
程　

９
月
８
日
（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時
～

■
場
所　

１
区
集
会
所

【
２
・
３
区
住
民
対
象
】

■
日
程　

９
月
15
日
（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時

■
場
所　

３
区
山
村
活
性
化
支
援
セ

ン
タ
ー

【
４
区
住
民
対
象
】

■
日
程　

９
月
19
日
（
火
）

■
時
間　

午
前
10
時

■
場
所　

４
区
集
会
所

♥
子
育
て
サ
ロ
ン

～
子
育
て
中
の
方
た
ち
が
、

　

仲
間
を
作
り
支
え
合
う
場
で
す
～

　

子
育
て
中
の
親
や
子
育
て
に
関

心
の
あ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん･

お
ば
あ

ち
ゃ
ん
な
ど
が
、
気
軽
に
・
楽
し

く
・
自
由
に
参
加
し
、
育
児
に
関
す

る
情
報
交
換
や
交
流
を
図
り
ま
す
。

■ 

日
程

　

９
月
７
日
（
木
）・
21
日
（
木
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30

分■
場
所

　

五
社
の
杜
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

お知らせ（社会福祉協議会）

心
配
ご
と
相
談
所

 

（
９
月
予
定
）

　

９
月
20
日
（
水
）
午
前
9
時

～
11
時
30
分
ま
で
を
受
付
時
間

と
し
て
、
複
合
施
設
ゆ
ふ
ね
に

お
い
て
民
生
児
童
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

日
頃
の
生
活
で
お
困
り
の
事

な
ど
相
談
は
何
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

素敵な小物を作りましょう♪

みんなで楽しく
遊んでいます♪

ちょっとした運動も
取り入れています♪
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お知らせ（福祉）

■公立小野町地方綜合病院からのお知らせ　

　今回は、当院に８月から勤務している常勤医師、添野　祥子（そえの しょうこ）医師から「総合内科について」
お知らせいたします。
　総合内科（総合診療科）とは、高齢社会となり 1 人で 1 つ以上の病気を持つ人が増えている中で、複数の病気の
バランスを考えながら総合的に診療する科です。NHK のドクター G で紹介されたため、ご存知の方もいらっしゃる
かもしれません。
　患者さんやご家族からのお話（病歴聴取）と身体診察を最も重要と考えているため、診療
に時間がかかることもございますが、皆さまのお役に立てるように精一杯がんばります。
　2016 年に設立された福島県立医科大学総合内科とも連携をとり、診断・治療困難の場合
は迅速に適切な専門診療科へ紹介いたします。
　また臨床研究について、福島県立医科大学の社会人大学院生として、入院病棟での身体抑
制に関する研究を続けております。今後、理学療法士との共同研究として運動教室を開催す
る予定です。興味のある方はぜひお声掛けください。

添野　祥子 医師の診療日、受付時間については当院までお問い合わせください。　
　　公立小野町地方綜合病院　総務課　☎ 0247-72-3181

休　日　当　番　医　〈９月〉

総合内科

添
そえの

野�祥
しょうこ

子�医師

　当番医は変更になる場合があります。事前に電話連絡のうえ受診するようお願いします。
●郡山市

月日 医療機関名 診療科目 所在地 電話（024）

9 月 3 日
ユア・クリニックたかはし 小児科 虎丸町1-5ロイヤルライフ虎丸1階 990-0646
山田内科クリニック 内科・循環器科・小児科 開成二丁目7-8 933-7502
今泉眼科病院 眼科 堂前町20-9 922-0665

9月10日 
久米こどもクリニック 小児科 島二丁目50-1 923-0585
さかえ内科クリニック 内科 横塚二丁目15-6 941-2202
森藤医院 内科・小児科・外科・泌尿器科 日和田町字山ノ井2 958-4567

9月17日 
さかい小児科クリニック 小児科 喜久田町字上田向2-2 921-2216
山本内科医院 内科 本町二丁目7-15 933-1133
さとう眼科クリニック 眼科 長者一丁目2-10 925-3820

9月18日 
じんキッズクリニック 小児科 字山崎305-6 974-2525
山下内科胃腸科医院 内科 方八町二丁目16-11 944-3126
添田整形外科 整形外科 富田町字町畑24-3 951-0870

9月23日 
むかわクリニック 小児科 八山田五丁目79 933-7788
すがのクリニック 内科・精神科・神経内科 御前南六丁目16 966-3300
小野レディスクリニック 婦人科 安積町長久保三丁目10-3 937-3755

9月24日 
緑ヶ丘こどもクリニック 小児科 緑ヶ丘東三丁目1-3 956-6006
平栗内科医院 内科・消化器科 赤木町12-15 924-0207
すずき耳・鼻・のどクリニック 耳鼻咽喉科 富田町字中ノ目42番地 983-8749

10月1日 
高松小児科医院 小児科 桑野三丁目18-21 923-1206
天田内科クリニック 内科・小児科 山根町12-27 932-3555
浅木整形外科医院 整形外科 富久山町久保田字金堀田40-2 923-6543

●田村市方面
月日 医療機関名 診療科目 所在地 電話（0247）

９月３日 雷クリニック 内科・消化器科 三春町字担橋2丁目1-2 62-6333
9月10日 都路診療所 内科・整形外科 田村市都路町古道字寺下50 75-2003
9月17日 南東北病院滝根診療所 内科・外科・小児科・他 田村市滝根町神俣字町52 78-2442
9月18日 石川医院　　 内科・小児科 三春町字中町1-1 62-2630
9月23日 せんざき医院 外科・内科・整形外科・他 三春町字大町32　みはる壱番館1Ｆ 61-2777
9月24日 青山医院　　 外科・内科・脳神経外科 田村市常葉町常葉字荒町48 77-2015
10月1日 石塚医院　　 内科・小児科・他 小野町小野新町品ノ木123 72-2161
●ひらた中央病院

月　日 診療科目 所在地 電話（0247）
【９月】3日、17日、18日、23日、24日
【10月】8日、9日、15日、22日

内科・外科・整形外科・リハビリテーション科・
眼科・呼吸器内科・循環器内科・消化器内科 平田村大字上蓬田字清水内4 55-3333
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９月のテーマ
「お月様と敬老の日」

あしあと・表紙について
　イベント盛り沢山の８月。帰省される方
も多く、村の活気が一段と上がりました。
　恒例の夏季野球大会は 70 回目を迎え、特別イベン
トが行われました。今年度からはスポーツ少年団もス
タートし、村の野球文化が今後も続いていくことを思い
ながら、表紙の写真を選びました。 
 企画政策係　秋元

お知らせ

村　　章

川内村の 「カ」 「ワ」 の文
字を図案化したもので、 
村民の融和と団結を表
し、 村勢の着実な前進を
象徴しています。 
 （昭和53年４月制定）

村 民 憲 章

一．きまりを守り明るい川内をつくりましょう。 
一．心を合わせ、 楽しい川内をつくりましょう。 
一．自然を愛し、 住みよい川内をつくりましょう。 
一．健康で、 仕事に励む川内をつくりましょう。 
一．文化を高め、 心豊かな川内をつくりましょう。 
 （昭和57年1月14日制定） 

国保診療所より内科・歯科休診と
専門医による診察日のお知らせ

　ご迷惑をおかけいたしますが、下記のとおり休診にさせていただきま
すのでご了承ください。また、専門医による診察も予定しておりますので、
希望の方はご来所ください。

内科休診
９月　毎週火曜日　終日休診（内科医師研修・出張不在のため）
９月　19日・20日・21日・29日　
　　　終日休診（内科医師出張・不在のため）

内科
時間休診

【午前休診】９月４日・６日・７日・11日・25日・27日
　　　　　午前休診（専門医師診察のため)

【午後休診】９月14日　午後休診（専門医師診療のため）

専門医
診察日

〇整形外科診察日　９月５日・12日・19日・26日
　　　　　　　　　（毎週火曜日午前のみ）
〇眼 科 診 療 日　９月27日（水）午前のみ
〇内 視 鏡 検 査 日　９月11日・25日（月）
　　　　　　　　　午前のみ（予約必要）
〇心療内科診察日　９月14日（木）午後のみ

歯科休診 【終日休診】９月19・20・21日　
　　　　　終日休診（歯科医師出張・不在のため）

※ 8 月から禁煙外来が始まりました。受診ご希望の方はお問合せください。
※上記【 休診 】と【専門医師診察日】は、当初の予定ですので変更する

場合もあります。受診の際は、ご確認の上、ご来所くださいますよう
お願いいたします。

※上記予定を変更する場合は、診療所の受付等に「変更のお知らせ」を
掲示し、また、防災無線や広報等でお知らせいたします。

（事務担当　保健福祉課　医療係　☎ 0240-38-2009）

愛育文庫のご案内
今月のおすすめ絵本は

　ゆふね待合室わきに、
絵本、紙芝居、ビデオ
をおいています。貸し
出しを行っております
ので、ぜひお気軽にご
利用ください。

お知らせメールをぜひご利用ください
　暮らしに関する案内、イベント情報などを記
載したメールマガジンを、月１～２回送付させ
ていただきます。下記より、必要事項を入力し
登録が可能です。ぜひご活用ください。 

https://www.sec-abu.jp/cms/kawauchi/mm_pro/index.php

 

戸
籍
の
窓

★
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

 

（
死
亡
届
は
７
日
以
内
で
す
）

氏　
　

名

年
齢

住 

所

遠

藤　
　

猛

87
歳

後
谷
地

戸
籍
の
窓
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
住
民
課
住

民
係
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※ 

な
お
、
川
内
村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
な
い
方
で
も
掲
載
を

希
望
す
る
方
は
事
前
に
住
民
課
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【お月さま にげた】海辺の酒場「金の
魚」の店主は客が来ず、暇そう。する
と、お月さまがワインを飲みにやって
きました…。

【若がえりの水】山へ出かけた じさま
の帰りを待っていた ばさま。すると
帰ってきたのは…。
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2017年７月31日現在の人口  男性:1,379人　女性:1,331人　世帯数:1,260戸　総数:2,710人

くらしのカレンダー 9 長月　September

土金木水火月日
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   大安 赤口 

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 

先負 仏滅 大安 友引 先負 仏滅 大安 

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

秋分の日敬老の日

午前内科休診 午前内科休診 午前内科休診
子育てサロン
（五社の杜）

いきいきサロン
（第３区集会所）

敬老会
（村民体育センター）

いきいきサロン
（第１区集会所）

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ　

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ　

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

不燃ごみ

カン

ビン

不燃ごみ

カン

ビン

終日内科休診
午前整形外科

終日内科休診
午前整形外科

終日内科休診
午前整形外科

終日内科休診
終日歯科休診
午前整形外科
いきいきサロン
（第４区集会所）

終日内科休診
終日歯科休診
心配ごと相談所
（ゆふね）

終日内科休診
終日歯科休診
子育てサロン
（五社の杜）

午前内科休診
午前内視鏡検査
（要予約）

午前内科休診
午前内視鏡検査
（要予約）

午前内科休診
午前眼科

午後内科休診
午後心療内科
小物づくりと
お茶会
（五社の杜）

乳がん検診
（ゆふね）

乳がん検診
（ゆふね）

終日内科休診
いきいきサロン
（第６区集会所）

粗大ごみ プラ･ペット　

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット　

プラ･ペット

プラ･ペット

総合検診
（1･4区対象）
村民体育センター

総合検診
（1･4区対象）
村民体育センター

総合検診
（2･3区対象）
村民体育センター

総合検診
（2･3区対象）
村民体育センター

総合検診
（6･7区対象）
村民体育センター

総合検診
（6･7区対象）
村民体育センター

総合検診
（5･8区対象）
村民体育センター

総合検診
（5･8区対象）
村民体育センター


